
~ 事業評価アンケート

I趣旨

国際社会青年育成事業は、昭和34年（内5q年）及

び平成5年(1qq3年）の当時の皇太子殿下御成婚記念

事業を、平成31/令和元年(201q年）のお代替わリを

契機に発展させた事業てある。また、この事業の目的は

「日本と諸外国の青年との国際交流を通じて、青年相互

の友好と理解を促進し、青年の国際的視野を広げ、国際

協調の精神のかん養と国際協力の実践力を向上させる

ことにより、国際社会で指導性を発揮てきる青年を育成

するとともに、青年による社会貢献活動への寄与すること」

であり、事業参加によリコミュニケーションカや異文化対

応力等の能力向上が図られることをねらいとしている。

本年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り、交流相手国政府や交流相手国の実施団体と協議の

結果、当初予定していた派遣・招へいによるプログラムを

中止し、オンラインにて「国際社会青年育成事業（オンラ

イン交流）~Glocal Youth Summit~」を実施することと

し、同プログラムにて、基調講演、欧州地域・中南米地域

別のグループディスカッション、成果発表会等を行った。

今回、本年度事業の成果を測るため、日本参加青年

全員を対象として事業終了時にアンケート評価を行うと

ともに、事前研修及び事後研修時に、能力向上等に関す

る自己評価の変化について比較調査を行った。

事業終了時のアンケート評価の数値基準は、 5段階

評価（評価の高い方から5~1)を基本とした。

また、日本参加青年の自己評価の変化に関する比較

調査については、他の調査との比較の観点から6段階評

価（評価の高い方から6~1)を基本とした。

II評価結果

I. 事業目的の達成度

① プログラムの満足度

「【交流プログラム本番】満足度を教えてください。」と

の問いに対して、日本参加青年は q3%が5段階評価の

4以上を付け、高い評価てあった。

日本参加青年からは「コロナ禍ても世界の青年とつな

がり、お互いの国や文化を知り、議論がてきたことはとて

も貴重な経験だった。」「オンラインというまだメンバー全

員が慣れていない環境下て＼しかも短時間、英語て議論
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を行う苦労は色々感じたが、国際交流の場て意見交換

がてきた点て有意義な時間だった。」「全体的に満足だ

がやはリ時間が足りなかったように感じる。」というコメン

トがあった。

このことから、オンライン上てあっても外国参加青年と

交流・議論・協働がて‘きた事の意義や価値を感じた青年

は多くおリ、本結果となったと考察てきる。

②事前研修の満足度

「【事前研修】満足度を教えてください。」との問いに対

して、日本参加青年の内、5段階評価の4以上は 67%と

いう結果てあった。

日本参加青年からは「周リの方のサポートも非常に手

厚く中間報告ても適切なフィードバックをいただけたため

とても有意義てあった。」「普段交流てきないような日本

の参加者、ファシリテーター、コーディネーター、講演者の

方からテーマに関連した話題や現地事情のお話を間け

たのはとても刺激になった。」「オンラインだったため仕方

がないのだが、もう少し双方向的なやりとリがてきればよ

いと感じた。」とのコメントがあった。

このことから、交流プログラム本番前に、相手国の文化

や考え方を学び、プログラムヘのイメージを深めることは

てきたものの、オンラインディスカッションという特徴ゆえ、

双方向性の確保に対してさらに高い期待が残ったと考

察てきる。

③事後研修の満足度

「【事後研修】満足度を教えてください。」との問いに対

して、日本参加青年の内、5段階評価の4以上は 80%と

いう結果てあった。

日本参加青年からは「今回得た経験や感じた思いをど

のようにこれからいかしていけばいいのか具体例をた＜

さん提示してくださったため、次の活動につなげていく方

法を気付くことがてきた。」「自分自身て振り返りをする

だけてなく、他己評価の時間も設けて頂いたことて‘しっか

りと自分自身の課題を見つけトピソクのグループ内て共

有する事がて‘きた。これからも事後報告会に向けて本プ

ログラムの魅力を伝えられるように全力を尽くしていきた



 

い。」とのコメントがあった。

このことから、参加青年たちが自身を振り返り、互いに

評価しコメントすることにより、考えの整理と次の一歩へ

のヒントを発見てきた。

2. 日本参加青年の成長

①個人の能力の向上

本事業の日本参加青年に対し、事前研修時と事後研

修時ての能力の成長の変化について6段階(6=十分備

えている、5=備えている、4=ある程度備えている、3=あ

まり備えていない、2=備えていない、 I=全く備えていな

い）による比較調査を行ったところ、次のような結果にな

った。

・「コミュニケーション能力」：

4.4から 4.8となり、0.4ポイントの増。

・「多文化に対応する適応能力」：

4_qから 5.1となり 0.2ポイントの増。

・「チャレンジ精神」：

5.0から 4.8となり 0.2ポイントの減。

・「ディスカッションを通じた問題解決能力」：

3.8から 4.5となり 0.7ポイントの増。

・「企画力」：

3.7から 4.1となり 0.4ポイントの増。

・「マネジメントカ」：

3.6から 4.1となり 0.5ポイントの増。

（ポイント数については、小数第二位を四捨五入）

事業実施前後の能力向上に関する自己評価の増減（ポイント）
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伸び幅が最も大きかったのは、「ディスカッションを通

じた問題解決能力」てあった。次点は「マネジメントカ」

「企画力」「コミュニケーション能力」てあった。

「ディスカッションを通じた問題解決能力」の向上は、

オンライン交流において、テーマ、サブテーマに沿いな

がら参加青年自らが設定したトピックに対し、日本参加

青年及び外国参加青年が積極的にコミュニケーション

を取りながら合意形成を図ったため向上したものと考

察てきる。

また、「マネジメントカ」は、遠隔地にいながら、互い

に時差を考慮に入れながら互いの意見に耳を傾け、意

見をすリ合わせる難しさや面白さを参加青年が経験し

たゆえ向上したと推察て‘きる。

なお、アンケート結果にも表れていたが、外国参加青

年の発想力や着眼点と、日本参加青年自身のそれら

の差異にも大いに刺激を受けながら活動に取り組んだ

ことから企画力が向上したと考察てきる。その他の項

目もおおむね上昇しており、本事業への参加が個人の
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能力の向上に大きな影響を与えていることが分かる。

② 個人の意識の変化

本事業の日本参加青年に対し、事前研修時と事後

研修時ての意識の変化について6段階(6=非常にそ

う思う、5=そう思う、4=ややそう思う、3=あまりそう思

わない、2=そう思わない、 I=全くそう思わない）による

比較調査を行ったところ、次のような結果になった。

・「今後、海外に留学してみたい。」：

5.6から 5.3となり、0.3ポイントの減。

・「今後、海外で働いてみたい。」：

5.7から 5.7となり、増減なし。

・「国際的な仕事や仕事以外の活動（ボランティア等）

に関わりたい。」：

5.7から 5.6となり、0.1ポイントの減。

・「地域に貢献する仕事又は仕事以外の活動（ボラン

ティア等）に携わりたい。」：

5.1から 5.0となり、0.1ポイントの減。

・「仕事や仕事以外の活動（ボランティア等）において、

リーダーシップを発揮したい。」：

5.1から 5.2となり、0.1ポイントの増。

・「自分の言いたいことを英語又は他の言語て表現て‘

きるように勉強したい。」：

5_qから 5.8となリ、0.1ポイントの減。

・「日本のことについてよリ理解を深めたい。」：

5.3から 5.4となリ、0.1ポイントの増。

（ポイント数については、小数第二位を四捨五入）

今回の日本参加青年は、プログラムに参加する前か

らこれらの意識が高く、プログラムを通じて格別大きな

上昇は見られなかった。「今後、海外留学してみたい。」

との問いに対して、コロナ禍て先行きが不透明なことが

おそらく影響し 0.3ポイント減の結果となっている。一

方て＼「仕事や仕事以外の活動（ボランティア等）にお

いてリーダーシップを発揮したい」との問いに対してポ

イントは増加している。本事業により、日本参加青年の

社会貢献活動への意識によい影響を与えていると考

察てきる。
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